
Cisco Mobility Express の内部 DHCP サーバの
使用

リリース 8.3.102.0から、内部 DHCPサーバを有効にし、アクセスポイントおよびWLANのス
コープを作成できます。合計 17個の DHCPスコープは、Cisco Mobility Expressでサポートされ
ます。内部DHCPサーバを使用すると、CiscoMobility Expressを有効にして、外部DHCPサーバ
を使わずにサイトサーベイの実行に使用することもできます。

• DHCPスコープの作成, 1 ページ

DHCP スコープの作成
内部 DHCPサーバを有効にし、Day 0のセットアップウィザードおよび Day 1のコントローラ
WebUIを使ってDHCPスコープを作成することができます。通常、WLANにスコープを関連付け
る場合、Day 1の DHCPスコープを作成します。

コントローラWebUIを使用して、スコープを作成し、WLANコントローラに関連付けるには、以
下の手順に従います。

手順

ステップ 1 [Wireless Settings] > [DHCP Server] > [Add new Pool]に移動します。[Add DHCP Pool]ウィンドウが
ポップアップ表示されます。

ステップ 2 [Add DHCP Pool]ウィンドウで、次のフィールドに入力します。

• WLANのプール名を入力します

•プールのステータスを入力します

• WLANの VLAN IDを入力します

• DHCPクライアントのリース期間を入力します。デフォルトは 1 Dayです

•ネットワーク/マスクを入力します
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• DHCPプールの開始 IPを入力します

• DHCPプールの終了 IPを入力します

• DHCPプールのゲートウェイ IPを入力します

• DHCPプールのドメイン名（オプション）を入力します

•ネームサーバの場合、必要に応じて [User Defined]を選択し、ネームサーバの IPアドレスを
入力します。OpenDNSネームサーバの IPアドレスが自動的に入力されている場合はOpenDNS
を選択します。

ステップ 3 [Apply]をクリックします。

ステップ 4 スコープを作成した後、DHCPスコープにマップされている VLANをWLANに割り当てます。
WLANに VLANを割り当てるには、[Wireless Settings] > [WLANs]に移動します。

ステップ 5 WLANが存在しない場合はWLANを作成し、存在する場合は既存のWLANを編集して、[VLAN
and Firewall]タブをクリックします。

ステップ 6 [VLAN and Firewall]タブで、以下を設定します。

• [Use VLAN Tagging]で [Yes]を選択します。

•ネイティブ VLAN IDを入力します。

• WLANに以前に作成した DHCPスコープを選択します。VLAN IDは、DHCPスコープを選
択した後に自動的に入力されます。
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ステップ 7 [Apply]をクリックします。
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